






　カイギュウの仲間はゾウと一緒の先祖を持ち、五千万年前ころ水中に

適応するように進化しました。暮らしの場を水の中に移した後、複数の

グループに分かれ進化を続けますが、その多くは絶滅しています。

現在も生息しているのは人魚のモデルとなったジュゴンやマナティー

で、暖かい地域の海や川で暮らしています。

　ヤマガタダイカイギュウはジュゴン科ですが、現生するジュゴンとは

別の「ヒドロダマリス亜科」というグループに属します。このグループは

寒い海に適応して大型化し、進化するにつれて歯や手の指が無くなっ

ていったという特徴があります。

　このグループの中で、ヤマガタダイカイギュウの先祖にあたる「ジョ

ルダンカイギュウ」には、立派な歯や手の指がありました。一方で、

子孫にあたる「クエスタカイギュウ」と「ステラーカイギュウ」には

歯や手の指がありませんでした。このため、ヤマガタダイカイギュウが

見つかる前、ドムニング博士は、小さな歯や指を持つ、進化途中の

カイギュウが見つかるだろうと予言していました。そして、体に比べて

小さな歯と指を持つ、予言を満たしたヤマガタダイカイギュウの化石が

見つかりました。ヤマガタダイカイギュウの発見は、進化の鎖の空白

「ミッシング・リンク」を埋める、世界的にも貴重なものだったのです。

　また、最後の子孫「ステラーカイギュウ」は、体長は7ｍ～10m、

体重は数トンある大型のカイギュウでした。おとなしい性格で、ベーリング海の陸近くの浅い海で昆布を食べ群らがって

暮らしていましたが、人に狩られ18世紀に絶滅しています。

　

ヤマガタダイカイギュウ 右手の骨の化石（山形県立博物館所蔵）
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ヤマガタダイカイギュウの系統と進化（山形県立博物館 瀬戸 暉大氏、長澤一雄氏）

ヤマガタダイカイギュウ 全身骨格レプリカ （山形県立博物館所蔵）

Dusisiren dewana
ヤマガタダイカイギュウ

山形県大江町産出

山形県立博物館蔵

約3300 万年前
（後期漸新世）
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（中期～後期中新世）

約 2000 ～ 1600 万年前
（前期～中期中新世）

約 2300 万年前
（前期中新世）

約 1000 ～ 900 万年前
（後期中新世）

約 500 ～ 400 万年前
（前期鮮新世）

約 100 万～ 1768 年
（中期更新世～ 1768 年）

約 700 ～ 200 万年前
（後期中新世～前期更新世）
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Dusisiren takasatensis
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Metaxytherium
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ヤマガタダイカイギュウの系統と進化

推定される主要な系統

カイギュウ化石の産出地点

西太平洋（日本周辺）

東太平洋（北アメリカ周辺）
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地質年代
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2300 万年前
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258 万年前258 万年前

1万 1700 年前



　ヤマガタダイカイギュウの化石は、「新生代 新第三紀後期中新世」（1161 万年前～ 533 万年前頃）に海の底に砂が積もって

できた地層で見つかりました。地層名は「本郷層 橋上砂岩部層」です。

　橋上砂岩部層が堆積した年代は分かっていませんが、橋上砂岩部層よりも1つ新しい葛沢シルト岩部層からは、プランク

トンの化石（珪藻化石）が見つかっていて、この化石の年代から約 930万～1000万年前に堆積したことが分かっています。

そのため、ヤマガタダイカイギュウが見つかった橋上砂岩部層は、約 1000 万年前よりも古い時代の地層となります。

　恐竜や人類とヤマガタダイカイギュウを比べると、恐竜が繫栄したのは中生代のジュラ紀（約２億130 万年前）から白亜紀で、

絶滅したのが 6,550 万年前、私たち現生人類の直接の祖先がネアンデルタール人と分かれたのは 50 万年前ころとされて

いますから、ヤマガタダイカイギュウは恐竜より新しく、人類より古い時代の生き物です。

　ヤマガタダイカイギュウの化石は、1992 年（平成 4 年）、

山形県の天然記念物に指定され、次のように説明がされて

います（「山形の宝検索ナビ」）。

　「（前略）形態上の大きな特徴は、体の割に歯と胸びれを

構成する指骨が小さいことである。この系統の最後の末裔は、

ベーリング海に１８世紀まで生存していたステラーカイギュウで

体長が１０ｍにも達するが、歯と指骨は退化して消失している。

　体の大型化や歯及び指骨の退化は、海牛のなかでも

ヒドロダマリス亜科に特有の進化形質であるが、ヤマガタ

ダイカイギュウはこの系統の進化途上の中間的に重要な

標本である。」

文化財としての「ヤマガタダイカイギュウ化石」文化財としての「ヤマガタダイカイギュウ化石」

ヤマガタダイカイギュウ産状（山形県立博物館提供）

山形の地質時代(山形県立博物館 瀬戸 大暉氏）

    進化進化

ヤマガタダイカイギュウのヤマガタダイカイギュウの生きた時代生きた時代

翼竜

ヤマガタダイカイギュウ 
（新第三紀後期中新世 /1000 万年前頃）

現生人類 
（数十万年前頃～）

中生代古生代 新生代

大江町周辺の
地層地質時代

中生代

完新世

更新世

鮮新世

後期

中期

前期

漸新世

始新世

暁新世

古生代

先カンブリア時代

山形の環境

低地・段丘のできた時代

火山と湖沼の時代

内海から湖沼の時代

年代
（年前）

1万 1700

258 万

533 万

1163 万

1598 万

2300 万

6600 万

2.5 億

5.4 億

ヤマガタダイカイギュウが
生きていた時代

（内海と入り江の時代）

日本海ができた時代
（深い海ができた時代）

日本海ができる前の時代
（湖沼と浅い海の時代）

火成活動の時代
（地下深くで

花崗岩ができた時代）

日本列島ができる前の時代

左沢層

本郷層
（葛沢シルト岩部層）
（橋上砂岩部層）

水沢層

本道寺層
大井沢層
根子沢層
竜ヶ岳層竜ヶ岳層

花崗岩

沖積層



　ヤマガタダイカイギュウが暮らした時代、山形県内の盆地周辺は、

入り江や湾が入り込んだ浅い海でした。

　ヤマガタダイカイギュウが発見された地層からは、マツモリホタテ

（ホタテの仲間）が見つかっており、当時、このあたりは涼しい環境

だったと考えられています。マツモリホタテは、太平洋側の宮城県で

発見された化石なので、ヤマガタダイカイギュウが生きていた時

代には、太平洋側と日本海側が狭い海峡で繋がっていたと考えられて

います。この時代には、現在の奥羽山脈にたくさんの火山（カルデラ）

が生まれ、徐々に現在の山形の地形が出来上がっていきました。

カルデラには湖ができ、植物などの化石も発見されています。

　また、ヤマガタダイカイギュウが発見された大江町の用地区では、

「カルカロドン・メガロドン」という、体長が10ｍもあるサメの歯の

化石が見つかっています。ヤマガタダイカイギュウ発見場所より150ｍ

ほど下流の最上川でも、クジラの骨の間からサメの歯が見つかって

いるので、このころの海では、クジラやカイギュウが、サメに襲われる

ことがあったのかもしれません。
ヤマガタダイカイギュウのころ（後期中新世）の山形

（山形県立博物館 瀬戸 大暉氏）

生きた時代生きた時代

ヤマガタダイカイギュウのヤマガタダイカイギュウのくらしくらしとと環境環境

ヤマガタダイカイギュウがすんでいた海のイメージ（鈴木雅宏氏(1986年 )，小林昭二氏(2006年 )及び山形県立博物館の指導のもと作成）
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日
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Dosisiren dewana fossil localityDosisiren dewana fossil localityDosisiren dewana fossil locality
ヤマガタダイカイギュウの発掘地ヤマガタダイカイギュウの発掘地ヤマガタダイカイギュウの発掘地
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